
四辻秀紀　葉月物語絵巻の修理による新知見

図1　葉月物語絵巻　第三段 絵　修理前

図2　葉月物語絵巻　第三段 絵　修理後



四辻秀紀　葉月物語絵巻の修理による新知見

図3　葉月物語絵巻　第三段 詞書　修理前

図4　葉月物語絵巻　第三段 詞書　修理後



「
葉
月
物
語
絵
巻
」
の
修
理
に
よ
る
新
知
見

六
七

　

は　

じ　

め　

に

一　

修
理
前
の
状
況

二　

修
理
に
よ
る
新
知
見

三　

蛍
光
X
線
に
よ
る
色
料
の
分
析
と
補
筆
の
問
題

　

お　

わ　

り　

に

は　

じ　

め　

に

「
八
月
十
よ
ひ
し
も
つ
か
た
な
る
所
に
」
と
い
う
詞
書
の
書
き
出
し
で
は
じ
ま
り
、

現
在
は
そ
の
冒
頭
の
語
句
に
ち
な
み
、
昭
和
三
十
八
年（
一
九
六
三
）に
尾
張
徳
川
家

二
十
一
代
当
主
で
徳
川
美
術
館
前
館
長
で
あ
っ
た
徳
川
義
宣（
一
九
三
三
～
二
〇
〇
五
）に

よ
っ
て
「
葉
月
物
語
絵
巻
」（
以
後
、「
本
絵
巻
」
と
略
称
す
る
）と
命
名
さ
れ
た
物
語
絵
巻

が
徳
川
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
物
語
の
展
開
は
詳
ら
か
に
し
え
な
い
が
、
現
存

部
分
で
は
大
将
と
姫
君
、
宮
と
女
君
の
二
組
の
複
雑
な
恋
愛
物
語
、
あ
る
い
は
軽
い

タ
ッ
チ
の
宮
廷
恋
愛
遊
戯
譚
、
継ま

ま

子こ

譚
の
要
素
の
あ
る
恋
愛
物
語
な
ど
の
見
解
が
示
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
物
語
自
体
の
成
立
は
、
十
一
世
紀
中
頃
か
ら
十
二
世
紀
初
期
と
さ
れ

て
い
る
。

詞
書
・
絵
と
も
に
六
段
か
ら
な
り
、
詞
書
は
後
二
条
天
皇（
一
二
八
五
～
一
三
〇
八
）、

絵
は
土
佐
光み

つ

顕あ
き（

生
歿
年
未
詳
）と
極
め
ら
れ
て
い
る
。
絵
に
は
各
段
に
わ
た
り
補
筆
─

特
に
主
要
人
物
や
そ
の
周
辺
の
調
度
な
ど
―
が
認
め
ら
れ
る
が
、
後
に
触
れ
る
よ
う
に

古
様
を
示
す
筆
致
や
、
装
束
・
文
様
な
ど
の
有
職
的
観
点
か
ら
み
て
、
十
二
世
紀
半
ば

頃
の
製
作
と
み
な
さ
れ
る
。
国
宝
「
源
氏
物
語
絵
巻
」（
徳
川
美
術
館
・
五
島
美
術
館
蔵
）に

次
ぐ
物
語
絵
巻
の
遺
例
と
し
て
貴
重
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
詞
書
は
、
天
に
紫
の
打う

ち

曇ぐ
も

り
の
あ
る
料
紙
に
、
朝
顔
・
沢お
も

瀉だ
か

・
秋
草
・
稲
田
・
紅
葉
・
帰
雁
な
ど
の
景
物
を
、

遠
近
景
を
交
え
て
金
銀
泥
で
下
絵
と
し
て
描
き
出
し
、
く
ね
く
ね
と
筆
を
う
ね
ら
せ
た

個
性
の
強
い
書
風
で
し
た
た
め
ら
れ
て
い
る
。
下
絵
の
図
様
は
装
飾
性
が
加
味
さ
れ
、

モ
チ
ー
フ
の
種
類
も
豊
富
で
あ
る
。
詞
書
の
筆
跡
と
同
筆
と
認
め
ら
れ
る
作
品
に
「
法

然
上
人
絵
伝（
四
十
八
巻
伝
）」（
京
都
・
知
恩
院
蔵
）の
お
よ
そ
四
分
の
一
強
の
詞
書
や
伝
後

二
条
天
皇
筆
「
玉
葉
和
歌
集
」
残
巻（
徳
川
美
術
館
蔵
）が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
考
慮
す
れ

ば
、
本
絵
巻
の
詞
書
の
書
写
年
代
は
十
四
世
紀
初
期
、
お
そ
ら
く
一
三
二
〇
～
三
〇
年

（
1
）

（
2
）

四
　
辻
　
秀
　
紀

「
葉
月
物
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絵
巻
」
の
修
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見
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「
葉
月
物
語
絵
巻
」
の
修
理
に
よ
る
新
知
見

六
八

頃
と
推
定
で
き
、
詞
書
の
み
が
何
ら
か
の
理
由
で
書
き
改
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一　

修
理
前
の
状
況

本
絵
巻
は
、
江
戸
時
代
以
来
、
尾
張
徳
川
家
に
伝
来
し
、
昭
和
六
年（
一
九
三
一
）に

同
家
の
什
宝
類
を
管
理
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
財
団
法
人
尾
張
徳
川
黎
明
会（
現
・

公
益
財
団
法
人
徳
川
黎
明
会
）に
他
の
伝
来
品
と
と
も
に
寄
贈
さ
れ
た
。
国
宝
「
源
氏
物

語
絵
巻
」
を
保
存
す
る
た
め
に
巻
物
か
ら
額
面
仕
立
て
に
改
装
す
る
の
に
際
し
、
当
時

同
家
当
主
で
あ
っ
た
十
九
代
徳
川
義
親（
一
八
八
六
～
一
九
七
六
）は
、
古
画
や
古
筆
の
模

写
製
作
と
研
究
に
携
わ
っ
て
い
た
田
中
親
美（
一
八
七
五
～
一
九
七
五
）に
依
頼
し
、
昭
和

六
年
に
本
絵
巻
を
試
験
的
に
解
体
、
詞
書
・
絵
を
一
段
ご
と
に
糊
の
継
ぎ
目
で
剥
が

し
、
詞
書
六
面
・
絵
六
面
の
額
面
装
に
改
め
た
。
昭
和
二
十
七
年
に
国
の
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

巻
子
装
か
ら
額
面
装
に
改
装
し
た
際
に
は
、
料
紙
の
継
ぎ
目
で
分
割
し
、
料
紙
の
左

右
両
辺
を
糊
で
押
さ
え
て
台
紙
に
貼
り
込
み
表
装
し
て
い
る
が
、
本
紙
自
体
の
裏
打
ち

を
打
ち
替
え
た
り
、
彩
色
部
分
表
面
の
浮
き
を
押
さ
え
る
な
ど
の
本
格
的
な
修
理
が
な

さ
れ
て
い
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
絵
の
各
場
面
に
は
、
絵
具
焼
け
な
ど
に

よ
る
料
紙
の
著
し
い
劣
化
や
欠
失
が
み
ら
れ
、
さ
ら
に
絵
の
料
紙
に
は
粒
子
の
荒
い
雲き

母ら

砂す
な

子ご

が
全
面
に
施
さ
れ
て
い
る（
挿
図
1
）た
め
、
雲
母
の
剥
離
に
よ
り
、
絵
具
層
に

も
剥
離
・
剥
落
が
生
じ
て
い
た
。
ま
た
料
紙
の
移
動
や
折
れ
曲
が
っ
た
箇
所
も
見
受
け

ら
れ
た
。
金
銀
切
箔
で
装
飾
さ
れ
て
い
る
台
紙
縁
紙
と
天
地
に
付
け
ら
れ
て
い
た
足
し

紙
の
縮
む
力
と
、
本
紙
料
紙
の
伸
縮
の
差
が
大
き
く
、
本
紙
に
著
し
い
波
打
ち
や
皺
を

生
じ
さ
せ
る
要
因（
挿
図
2
）と
な
っ
て
い
た
た
め
、「
国
宝
重
要
文
化
財
等
保
存
整
備
費

補
助
金
」
に
よ
る
美
術
工
芸
品
保
存
修
理
事
業
に
よ
っ
て
、
京
都
国
立
博
物
館
文
化
財

（
3
）

修
理
所
内
の
株
式
会
社
岡
墨
光
堂
が
施
工
し
、
絵
六
面
が
平
成
十
七
年（
二
〇
〇
五
）六

月
か
ら
、
詞
書
六
面
は
平
成
十
八
年
七
月
か
ら
修
理
に
着
手
し
、
詞
書
・
絵
と
も
に
平

成
二
十
年
三
月
に
完
了
し
た
。
修
理
後
少
し
時
間
が
経
過
し
て
し
ま
っ
た
が
、
本
誌
上

を
借
り
て
、
修
理
の
状
況
を
報
告
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

修
理
は
文
化
庁
、
岡
墨
光
堂
と
徳
川
美
術
館
が
協
議
の
上
、
次
の
よ
う
な
方
針
で
行

わ
れ
た
。
以
下
修
理
終
了
後
に
岡
墨
光
堂
が
作
成
し
た
「
修
理
報
告
書
」
に
基
づ
き
記

載
す
る
。

本
絵
巻
の
主
た
る
損
傷
で
あ
る
本
紙
の
波
打
ち
は
、
彩
色
層
の
剥
離
へ
の
影
響
も

大
き
い
こ
と
が
当
初
よ
り
考
え
ら
れ
て
い
た
。
台
紙
か
ら
本
紙
を
一
旦
取
り
外
す

こ
と
に
よ
り
、
波
打
ち
を
解
消
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
修
理
後
に
は
本
紙
の

波
打
ち
が
発
生
す
る
こ
と
を
予
防
す
る
よ
う
に
再
装
丁
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
た
。

本
紙
に
付
加
さ
れ
た
縁
紙
や
天
地
の
足
し
紙
が
、
こ
の
波
打
ち
の
大
き
な
原
因
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
為
、
そ
れ
ら
を
取
り
外
し
て
再
使
用
す
る

こ
と
無
く
、
新
調
の
台
紙
張
り
に
よ
る
再
装
丁
を
基
本
方
針
と
し
た
。

挿図1　第五段 絵　部分

挿図2　第三段 絵　修理前　斜光写真



「
葉
月
物
語
絵
巻
」
の
修
理
に
よ
る
新
知
見

六
九

1　

本
紙

　

・
修
理
前
に
写
真
撮
影
を
行
い
、
本
紙
の
状
態
及
び
損
傷
を
調
査
す
る
。

　

・
台
紙
貼
装
の
解
体
及
び
、
縁
紙（
金
銀
箔
装
飾
料
紙
）の
取
り
外
し
を
行
う
。

　

・
本
紙
料
紙
の
紙
質
検
査
を
行
う（
挿
図
3
）。

　

・
膠
水
溶
液
を
用
い
て
絵
具
層
の
剥
落
止
め
を
行
う
。

　

・
本
紙
の
天
地
足
し
紙
・
総
裏
紙
、
及
び
全
て
の
補
紙
を
除
去
す
る（
挿
図
4
）。

・
料
紙
欠
失
箇
所
に
本
紙
料
紙
と
同
質
の
補
修
紙
を
作
製
し
、
欠
失
箇
所
・
亀

裂
部
分
に
補
紙
を
施
す
。

　

・
新
た
に
裏
打
紙
を
施
す
。

　

・
新
た
に
施
し
た
補
紙
に
補
彩
を
施
す
。

2　

表
装
等

　

・
台
紙
を
新
た
に
製
作
し
、
本
紙
を
貼
り
込
む
。

　

・
マ
ッ
ト
を
新
た
に
製
作
す
る
。

3 

保
存
箱
等

　

・
元
箱
を
調
整
し
、
こ
れ
に
本
紙
を
納
入
す
る（
図
1
～
4
）。

　

・
旧
総
裏
紙
・
天
地
足
し
紙
は
ホ
ル
ダ
ー
に
納
め
て
別
置
す
る
。

・
旧
台
紙
・
縁
紙
の
金
銀
箔
装
飾
料
紙
・
旧
補
紙
等
は
中
性
紙
の
保
存
箱
を
作

製
し
、
畳
紙
に
包
ん
で
別
置
す
る
。

挿図3-1　第二段 絵　顕微鏡写真
挿図3-1　紙繊維（楮）

挿図3-2　第五段 詞書　顕微鏡写真
挿図3-2　紙繊維（楮・雁皮）

挿図4-2　第三段 絵　裏面　補紙除去前

挿図4-3　第三段 絵　総裏・補紙除去後

挿図4-4　第三段 絵　修理中　透過写真

挿図4-1　第一段 詞書　総裏紙　天地足し紙



「
葉
月
物
語
絵
巻
」
の
修
理
に
よ
る
新
知
見

七
〇

以
上
の
方
針
の
も
と
に
作
業
が
行
わ
れ
た
。
先
述
の
通
り
絵
の
本
紙
絵
具
層
お
よ
び

料
紙
に
荒
い
雲き

母ら

が
施
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
要
因
と
な
っ
て
絵
具
層
の
浮
き
や
剥
離

が
生
じ
て
い
る
た
め
、
縁
紙
か
ら
本
紙
を
取
り
外
し
た
後
、
一
～
三
%
の
兎
膠
水
溶
液

を
筆
で
塗
布
し
剥
落
留
め
を
お
こ
な
っ
た
。
次
に
湿
式
肌
上
げ
法
に
よ
っ
て
、
総
裏
紙
、

天
地
の
足
し
紙
を
取
り
外
し
、
本
紙
一
枚
の
状
態
に
し
た
。
先
述
の
通
り
、
本
紙
に

は
江
戸
時
代
に
施
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
巻
子
装
に
お
け
る
総
裏
紙（
金
銀
砂
子
お
よ
び
金

泥
に
よ
る
装
飾
紙
）が
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
、
修
理
過
程
に
お
い

て
、
こ
の
総
裏
打
ち
を
完
全
な
形
で
残
す
こ
と
は
困
難
な
た
め
、
記
録
写
真
を
残
し
、

で
き
う
る
限
り
一
枚
の
状
態
で
外
し
、
天
地
足
し
紙
と
と
も
に
別
置
保
存
し
た
。
ま
た

第
三
段 

絵
の
御
簾
の
部
分
に
、
補
紙
上
に
加
筆
さ
れ
た
箇
所
が
あ
り
、
文
化
庁
と
協

議
の
上
、
除
去
を
行
っ
た（
挿
図
5
）。
本
紙
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
後
、
絵
に
つ
い
て
は
布

海
苔
を
用
い
て
表
打
ち
を
行
い
、
旧
補
修
紙
や
折
れ
伏
せ
紙
を
除
去
し
、
亀
裂
・
欠
損

箇
所
に
本
紙
と
同
質
の
補
修
紙
を
製
作
し
、
補
紙
を
施
し
た
。
裏
打
ち
紙
は
、
矢や

車し
ゃ

で

染
色
し
た
後
、
炭
酸
カ
リ
ウ
ム
に
よ
り
色
素
を
定
着
さ
せ
た
美
濃
紙
に
よ
り
肌
裏
を
打

ち
、
同
様
に
色
素
を
定
着
さ
せ
た
胡
粉
入
り
楮
紙
に
よ
り
増
裏
打
ち
を
施
し
た
。

ま
た
、
楮
紙
と
ま
さ
紙
を
貼
り
合
わ
せ
て
厚
紙
を
作
製
し
て
台
紙
と
し
、
マ
ッ
ト
は

鑑
賞
性
を
考
慮
し
て
、
混
合
紙
に
胡
粉
・
黄
土
・
金
泥
・
雲
母
を
薄
塗
し
て
装
飾
し
、

台
紙
と
同
様
の
方
法
で
厚
紙
と
し
、
作
製
し
た
。
無
地
の
マ
ッ
ト
は
、
製
作
当
初
の
絵

巻
と
し
て
の
印
象
を
活
か
す
た
め
の
方
法
で
あ
り
、
ま
た
本
紙
自
体
の
自
然
な
伸
縮
の

妨
げ
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
本
紙
の
周
囲
に
上
か
ら
置
く
だ
け
に
留
め
た
。
第
三
段 

絵

の
桐
箱
は
著
し
い
歪
み
が
生
じ
て
い
た
た
め
、
底
板
を
取
り
替
え
た
。
他
の
段
の
桐
箱

は
、
押
さ
え
枠
の
み
調
整
し
、
台
紙
に
貼
り
込
ま
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
本
紙
を
収
め
た
。

二　

修
理
に
よ
る
新
知
見

今
回
の
修
理
に
よ
っ
て
い
く
つ
か
の
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
の
一
つ
は
紙
質
に
つ
い

て
で
、
絵
の
料
紙
は
楮
、
詞
書
は
楮
と
雁が

ん

皮ぴ

の
混
合
紙
、
第
六
段 

絵
に
続
く
打
曇
り

紙
は
詞
書
料
紙
と
同
じ
で
、
古
筆
了
佐
の
紙
中
極
め
が
記
さ
れ
た
補
紙
は
雁
皮
で
あ
っ

た
。
二
つ
め
は
、
総
裏
打
ち
紙
除
去
後
の
絵
の
料
紙
に
は
、
伝
来
途
次
の
修
理
に
お
い

て
合あ

い

剥へ

ぎ
さ
れ
た
痕
跡
が
無
く
、
紙
背
に
は
雲
母
引
き
と
細
か
な
銀
切
箔
が
撒
か
れ
た

装
飾（
挿
図
6
）が
加
え
ら
れ
て
い
る
点
、
ま
た
詞
書
の
料
紙
紙
背
も
同
様
に
合
剥
ぎ
さ

れ
た
跡
は
な
く
、
金
銀
泥
で
蝶
鳥
の
文
様（
挿
図
7
）が
描
か
れ
て
い
た
点
で
あ
る
。

絵
の
紙
背
に
施
さ
れ
た
装
飾
に
よ
っ
て
、
本
絵
巻
が
製
作
当
初
の
段
階
か
ら
、
裏
打

ち
す
る
こ
と
を
せ
ず
、
本
紙
裏
に
直
に
化
粧
を
行
い
、
そ
こ
に
軸
や
表
紙
を
付
け
て
表

装
す
る
方
法
を
と
っ
て
い
た
と
推
定
で
き
る
。

本
絵
巻
の
よ
う
に
、
絵
の
料
紙
の
紙
背
に
直
接
雲
母
を
施
し
た
り
、
切
箔
を
撒
き

装
飾
す
る
手
法
は
「
目
無
経
」
の
紙
背（
挿
図
8
）に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。「
目
無
経
」

は
物
語
絵
と
み
ら
れ
る
墨
書
き
の
下
絵
が
あ
り
、
そ
こ
に
登
場
す
る
人
物
に
目
鼻
が
描

か
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
通
称
さ
れ
る
国
宝
『
金
光
明
経
』（
京
都
国
立
博
物
館
ほ
か
蔵
）

挿図5-1　第三段 絵　補紙上の加筆

挿図5-2　第三段 絵　修理後



「
葉
月
物
語
絵
巻
」
の
修
理
に
よ
る
新
知
見

七
一

お
よ
び
同
『
般
若
理
趣
経
』（
東
京
・
大
東
急
記

念
文
庫
蔵
）で
、
こ
の
う
ち
『
金
光
明
経
』
巻
第

三
の
巻
末
に「
建
久
三
年
四
月
一
日
書
写
之（
梵

字
名
）」、『
般
若
理
趣
経
』
に
は
、
虫
損
の
た

め
判
読
が
難
し
い
が
、「
後
白
川
法
皇
□
禅
尼

之
御
絵
、
未
終
功
之
処
崩
御　

仍
以
故
紙
写
此

経　

執
筆
大
納
言
闍
梨
静
遍　

梵
字
宰
相
闍
梨

成
賢
云
　々

建
久
四
年
八
月　

日　

以
此
経
奉

受
僧
正
御
房
了　

深
賢
」
の
奥
書
が
あ
り
、
こ

れ
に
よ
れ
ば
建
久
三
年（
一
一
九
二
）三
月
十
三

異
な
っ
て
い
る
。
雲
母
砂
子
を
料
紙
に
施
し
た
遺
例
で
は
、「
高
野
切 

古
今
和
歌
集
」

（
諸
家
分
蔵
／
挿
図
10
）や
「
伊
予
切 

和
漢
朗
詠
集
」（
諸
家
分
蔵
）・「
雲
紙
本
和
漢
朗
詠

集
」（
東
京
・
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）・
重
要
文
化
財
「
敦
忠
集
」（
京
都
・
冷
泉
家
時
雨
亭

文
庫
蔵
）・「
法
輪
寺
切 

和
漢
朗
詠
集
」（
諸
家
分
蔵
）・「
小
島
切 

斎
宮
女
御
集
」（
諸
家
分

蔵
／
挿
図
11
）・「
亀
山
切 

古
今
和
歌
集
」（
諸
家
分
蔵
／
挿
図
12
）な
ど
、
十
一
世
紀
半
ば

か
ら
後
半
に
か
け
て
の
作
品
に
集
中
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
十
一

日
の
後
白
河
法
皇
崩
御
に
よ
り
製
作
途
中
で
あ
っ
た
絵
巻
の
製
作
が
打
ち
切
ら
れ
、
法

皇
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
未
完
の
絵
巻
を
料
紙
と
し
て
写
経
し
た
と
知
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
銀
切
箔
散
ら
し
の
装
飾
と
同
趣
向
を
示
し
て
い
る
も
の
の
、
本
絵
巻
の

絵
の
料
紙
の
地
に
施
さ
れ
た
雲
母
砂
子（
挿
図
9
）は
、「
目
無
経
」
の
雲
母
引
き
と
は

（
4
）

挿図6　第一段 絵　裏面

挿図7　第五段 詞書　紙背 蝶鳥の金銀泥絵

挿図9　第三段 絵　部分

挿図11　小島切 斎宮女御集 部分

挿図8　目無経（金光明経）断簡　紙背 個人蔵

個人蔵

挿図10　高野切 古今和歌集 徳川美術館蔵挿図12　亀山切 古今和歌集 徳川美術館蔵



「
葉
月
物
語
絵
巻
」
の
修
理
に
よ
る
新
知
見

七
二

世
紀
中
頃
の
「
高
野
切 

古
今
和
歌
集
」
や
「
雲
紙
本
和
漢
朗
詠
集
」
な
ど
に
見
ら
れ

る
雲
母
砂
子
は
粒
子
が
や
や
大
振
り
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
れ
ら
よ
り
や
や
降
る
十
一

世
紀
後
半
の
作
例
と
み
な
さ
れ
る
「
小
島
切 

斎
宮
女
御
集
」「
亀
山
切 

古
今
和
歌
集
」

で
は
や
や
肌
理
が
細
か
く
な
り
、
本
絵
巻
の
雲
母
砂
子
に
近
し
い
が
、
本
絵
巻
に
は
雲

母
の
微
粉
末
が
同
時
に
用
い
ら
れ
て
い
る
点
が
異
な
っ
て
い
る
。

そ
の
後
は
天
永
三
年（
一
一
一
二
）頃
の
成
立
と
み
な
さ
れ
て
い
る
国
宝
「
本
願
寺
本

三
十
六
人
家
集
」（
京
都
・
西
本
願
寺
蔵
）の
「
元
真
集
」
や
仁
平
二
年（
一
一
五
二
）に
鳥

羽
上
皇
の
皇
后
・
高か

や
の
い
ん

陽
院
泰
子
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
た
と
す
る
説
が
呈
さ
れ
て
い
る

国
宝
「
扇
面
法
華
経
冊
子
」（
大
阪
・
四
天
王
寺
／
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）の
う
ち
「
観
普
賢

経
」
に
大
き
な
雲
母
の
剥
離
片
を
貼
り
付
け
た
例
は
あ
る
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
が
雲
母

の
微
粉
末
を
膠
水
や
布
海
苔
で
溶
い
て
紙
の
表
面
の
地
塗
り
と
し
た
例
が
知
ら
れ
る
の

み
で
あ
る
。
着
彩
の
あ
る
絵
の
料
紙
に
雲
母
引
き
が
施
さ
れ
た
例
で
は
、「
本
願
寺
本

三
十
六
人
家
集
」
の
「
能
宣
集
」
上
の
帖
頭
の
槍
梅
に
片
輪
車
図
や
「
重
之
集
」
帖
末

の
葦
に
舟
図
、「
扇
面
法
華
経
冊
子
」、
十
二
世
紀
末
期
頃
の
成
立
と
さ
れ
る
国
宝
「
寝

覚
物
語
絵
巻
」（
奈
良
・
大
和
文
華
館
蔵
）な
ど
が
知
ら
れ
、「
扇
面
法
華
経
冊
子
」
や
「
寝

覚
物
語
絵
巻
」
は
金
銀
箔
散
ら
し
と
併
用
さ
れ
て
い
る
。
雲
母
砂
子
の
使
用
は
、
絵
に

描
か
れ
た
有
職
面
で
の
表
現
と
と
も
に
、
本
絵
巻
の
絵
の
製
作
年
代
を
考
え
る
上
で
の

指
標
と
な
ろ
う
。

一
方
、
詞
書
の
料
紙
紙
背
の
金
銀
泥
に
よ
る
蝶
鳥
の
絵
は
、
重
要
文
化
財
「
松
浦
宮

物
語
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）の
料
紙
や
貞
和
五
年（
一
三
四
九
）に
尊
円
親
王（
一
二
九
八
～

一
三
五
六
）が
染
筆
し
た
重
要
文
化
財
「
西
塔
院
勧
学
講
法
則
」（
徳
川
美
術
館
蔵
）、
高
松

宮
家
に
伝
来
し
た
伝
伏
見
天
皇
筆
の
重
要
文
化
財
「
源
氏
物
語
抜
書
」（
千
葉
・
国
立
歴

史
民
俗
博
物
館
蔵
）の
紙
背
な
ど
、
十
四
世
紀
の
書
写
に
な
る
作
品
に
共
通
す
る
装
飾
で

あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（
5
）

る
。
ま
た
総
裏
紙
に
施
さ
れ
た
装
飾
は
、
本
紙
天
地
の
足
し
紙
と
同
じ
江
戸
時
代
初
期

頃
の
趣
向
に
合
致
し
て
お
り
、
修
理
前
の
巻
子
装
に
改
め
ら
れ
た
の
は
寛
永
十
二
年
、

あ
る
い
は
こ
れ
と
さ
ほ
ど
年
次
を
隔
て
な
い
頃
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
絵
巻
は
絵
が
十
二
世
紀
に
、
詞
書
は
十
四
世
紀
に
染
筆
さ
れ

た
こ
と
が
追
認
で
き
た
。
ま
た
絵
・
詞
書
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
合
剥
ぎ
さ
れ
ず
に
製

作
当
初
の
状
態
に
手
を
加
え
ず
、
総
裏
を
施
し
て
い
る
と
い
う
点
で
も
稀
有
な
存
在
と

な
っ
て
い
る
。

三　

蛍
光
X
線
に
よ
る
色
料
の
分
析
と
補
筆
の
問
題

絵
に
つ
い
て
は
、
修
理
前
の
状
況
か
ら
も
観
察
で
き
て
は
い
た
が
損
傷
が
著
し
く
、

特
に
第
二
段
の
弁
の
子
を
抱
く
男
君
の
装
束
の
一
部
や
画
面
中
央
の
上
畳
や
土
坡
、
第

三
段
の
文
を
読
む
女
君
の
前
の
畳
や
簀す

の
こ子
と
廂ひ
さ
し
の
ま間を
隔
て
る
御
簾
や
几
帳
、
第
四
段
の

宮
や
下
辺
に
描
か
れ
た
女
房
の
装
束
の
一
部
、
第
五
段
の
笛
や
箏
の
琴
、
琵
琶
を
弾
く

ま
た
詞
書
と
絵
の
繋
ぎ
目
、
紙
背
上
部

に
は
花
押
が
逆
さ
向
き
に
記
さ
れ
て
い
る

（
挿
図
13
）。
残
念
な
が
ら
誰
の
花
押
か
は

特
定
で
き
な
い
が
、
中
世
の
公
家
あ
る
い

は
僧
侶
の
花
押
と
目
さ
れ
、
詞
書
が
書
き

改
め
ら
れ
て
絵
巻
と
し
て
調
巻
さ
れ
て
以

降
、
寛
永
十
二
年（
一
六
三
五
）に
古
筆
了

佐
が
極
書
き
を
し
た
時
点
の
巻
子
装
に
な

る
以
前
の
伝
来
の
途
次
で
、
本
絵
巻
の
割

愛
を
防
ぐ
た
め
に
記
さ
れ
た
と
み
ら
れ

挿図13　第三段 詞書　紙背　繋目の花押



「
葉
月
物
語
絵
巻
」
の
修
理
に
よ
る
新
知
見

七
三

公
達
の
装
束
な
ど
に
は
大
き
な
欠
損
が
あ
り
、
全
体
的
に
み
て
も
縦
皺
に
亀
裂
が
生

じ
、
補
紙
や
折
れ
伏
せ
が
施
さ
れ
て
お
り
、
ダ
メ
ー
ジ
が
殊
の
ほ
か
大
き
か
っ
た
さ
ま

が
う
か
が
え
る
。

こ
の
よ
う
に
絵
の
画
面
自
体
が
劣
化
し
た
た
め
、
鑑
賞
上
の
観
点
か
ら
剥
落
や
ス
レ

挿図14　第三段 絵　紙扇で香炉を煽ぐ主人

挿図15　第三段 絵　文を読む姫君

挿図16　第二段 絵　簀子に坐す男君

挿図17　第二段 絵　届けられた手紙を持つ
挿図17　第二段 絵　姫君

が
生
じ
損
傷
し
て
い
た
図
様
に
手
が
加
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
登
場
人
物
の
面

貌
を
見
て
も
、
第
一
段
の
画
面
中
央
の
男
君
を
は
じ
め
下
辺
三
人
の
女
房
、
第
三
段
の

簀
子
に
坐
す
束
帯
姿
の
蔵
人
や
紙
扇
で
香
炉
を
煽
ぐ
主
人（
挿
図
14
）、
文
を
読
む
姫
君

（
挿
図
15
）、
第
四
段
の
左
下
の
女
房
な
ど
に
著
し
い
補
筆
が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
が
わ

か
る
。
こ
の
他
、
主
人
公
を
中
心
と
し
た
装
束
の
文
様
や
調
度
品
、
屋
台
の
線
描
な
ど

に
著
し
い
塗
り
直
し
が
行
わ
れ
た
り
、
辿
々
し
い
な
ぞ
り
の
線
描
が
引
か
れ
た
り
し
て

い
る
。
こ
の
補
筆
こ
そ
が
、
以
前
に
は
本
絵
巻
の
成
立
年
代
を
考
え
る
上
で
障
害
と

な
っ
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
第
二
段
の
簀
子
に
坐
す
男
君
の
面
貌（
挿
図
16
）や
届
け
ら
れ
た
手

紙
を
持
つ
姫
君（
挿
図
17
）、
画
面
左
下
の
後
姿
の
女
房
の
装
束（
挿
図
18
）、
画
面
中
央

に
し
つ
ら
え
ら
れ
た
几
帳
の
柏
の
葉
の
文
様（
挿
図
19
／
但
し
野
筋
は
補
筆
）、
第
三
段
の

蔵
人
の
束
帯
の
模
様（
挿
図
20
）、
第
五
段
の
楽
を
奏
す
る
公
達
な
ど
古
様
を
示
す
筆
致

や
、
装
束
・
文
様
な
ど
に
当
初
の
繊
細
で
伸
び
や
か
な
線
描
や
彩
色
が
見
て
取
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
部
分
と
補
筆
に
つ
い
て
は
、
X
線
写
真
撮
影
に
よ
る
調

査
を
基
に
ま
と
め
ら
れ
た
稲
本
万
里
子
氏
の
『
國
華
』
掲
載
の
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い

が
、
今
回
の
修
理
と
は
別
に
、
平
成
十
年（
一
九
九
八
）か
ら
同
十
四
年
に
か
け
て
、
徳

川
美
術
館
・
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所（
当
時
）、
さ
ら
に
五
島
美
術
館
が
加
わ
り
、
国

宝
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
科
学
的
調
査
が
進
め
ら
れ
、
こ
の
折
に
本
絵
巻
の
蛍
光
X
線

に
よ
る
顔
料
分
析
が
実
施
さ
れ
た
。
以
下
、
そ
こ
に
導
か
れ
た
結
果
に
つ
い
て
少
し
触

れ
て
お
き
た
い
。

こ
の
調
査
で
は
、
当
初
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
に
描
か
れ
る
登
場
人
物
の
顔
に
用
い
ら

れ
た
色
料
の
大
半
が
、
鉛
を
主
成
分
と
す
る
鉛え

ん

白ぱ
く

が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て

い
た
の
に
対
し
、「
蓬
生
」
の
画
面
右
上
の
老
女
、「
鈴
虫
二
」
の
冷
泉
院
や
光
源
氏

は
じ
め
、
公
達
に
い
た
る
ま
で
登
場
す
る
す
べ
て
の
人
物
、「
宿
木
二
」
の
匂
宮
・
六

（
6
）

（
7
）



「
葉
月
物
語
絵
巻
」
の
修
理
に
よ
る
新
知
見

七
四

君
を
は
じ
め
居
並
ぶ
女
房
た
ち
の
顔
の
色

面
に
は
、
蛍
光
Ｘ
線
分
析
で
は
計
測
さ
れ

な
い
色
料
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判

明
し
た
。
ま
た
「
横
笛
」
の
夕
霧
の
顔
の

一
部
や
女
房
、「
早
蕨
」
の
弁
尼
や
女
房
な

ど
の
顔
か
ら
は
カ
ル
シ
ウ
ム（
胡
粉
）の
存
在

が
、「
夕
霧
」
の
夕
霧
や
雲
井
雁
、「
橋
姫
」

の
大お

お
い
ぎ
み君・
中
君
、
薫
の
顔
や
手
か
ら
は
、
部

分
的
に
鉛
白
の
痕
跡
が
見
い
だ
さ
れ
る
も
の

の
、
水
銀
を
主
成
分
と
し
た
白
色
色
料
が
用

い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
こ
れ
と
比
較
す
る
た
め
に
、
本
絵
巻
に
描
か

れ
る
人
物
の
色
料
の
蛍
光
X
線
に
よ
る
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
本
絵
巻
の
顔
に
使
用
さ
れ
た
色
料
は
鉛
白
が
主
体
で
あ
っ
た
が
、
第
二

段
の
簀
子
に
坐
す
男
君
の
顔
や
第
四
段
の
宮
、
第
五
段
の
人
物
す
べ
て
が
蛍
光
Ｘ
線
の 挿図19　第二段 絵　几帳の柏葉模様

挿図20　第三段 絵　束帯文様

挿図21-1　第二段 絵
簀子に坐す男君と幼児

挿図21-2　同上　X線写真
挿図21-2　（田口榮一氏撮影）

挿図22-1　源氏物語絵巻　橋姫
挿図22-1　大君

挿図22-2　同上X線写真
挿図22-2　（東京文化財研究所撮影）

挿図23-1　源氏物語絵巻　早蕨
挿図23-1　女房

挿図23-2　同上X線写真
挿図23-2　（東京文化財研究所撮影）

挿図18　第二段 絵　左下の女房
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五

測
定
に
よ
れ
ば
顔
料
で
は
な
く
有
機
色
料
が
塗
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
一
方
、
第
二
段
の
簀
子
に
坐
す
男
君
の
手
と
抱
か
れ
て
い
る
幼
児
に
は
水
銀
を

原
料
と
す
る
白（
塩
化
第
一
水
銀
カ
／
挿
図
21
）、
第
一
段
の
画
面
中
央
の
男
君
や
女
房
た

ち
、
第
三
段
の
二
人
の
男
性
と
女
君
、
第
四
段
の
左
下
の
女
房
な
ど
で
は
カ
ル
シ
ウ
ム

（
胡
粉
）の
使
用
が
確
認
さ
れ
、「
源
氏
物
語
絵
巻
」
と
共
通
す
る
色
料
の
使
用
状
況
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

水
銀
を
主
成
分
と
し
た
白
色
色
料
の
使
用
は
、「
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
「
夕
霧
」
の

夕
霧
と
雲
井
雁
の
顔
や
手
が
水
銀
の
白
で
あ
る
の
に
対
し
、
障
子
を
隔
て
て
聞
き
耳
を

立
て
て
い
る
二
人
の
女
房
の
顔
は
鉛
白
、「
橋
姫
」
で
は
薫
・
大
君
・
中
君
が
水
銀
の

白
で
あ
る
の
に
対
し
、
簀
子
に
坐
す
女
房
や
童
の
顔
は
鉛
白
で
あ
る
。
本
絵
巻
で
は
、

第
二
段
の
簀
子
の
幼
児
と
男
君
の
手
は
先
述
の
通
り
水
銀
の
白
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

男
君
の
顔
は
有
機
色
料
で
塗
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
「
橋
姫
」
の
大
君
の
顔
の
輪
郭
の
際

に
は
、
鉛
白
の
絵
具
た
ま
り
の
痕
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る（
挿
図
22
）。
こ
の
こ
と
か
ら
、

本
絵
巻
第
二
段
の
簀
子
の
男
君
の
顔
貌
は
当
初
の
姿
を
保
っ
て
い
る
も
の
の
、
こ
れ
ま

で
当
初
か
と
考
え
ら
れ
て
い
た
幼
児
の
顔
や
姿
お
よ
び
、
男
君
の
手
は
補
筆
と
判
明
し

た
。
し
か
し
繊
細
で
や
わ
ら
か
な
線
描
で
描
か
れ
た
、
引
目
を
は
じ
め
と
す
る
面
貌
表

現
は
、「
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
「
夕
霧
」「
橋
姫
」
と
同
様
に
、
さ
ほ
ど
時
代
の
下
降
を

感
じ
さ
せ
ず
、
比
較
的
早
い
段
階
で
描
き
直
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
お
よ
び
本
絵
巻
の
登
場
人
物
の
顔
か
ら
検
出
さ
れ
た
カ
ル

シ
ウ
ム（
胡
粉
）の
色
面
に
つ
い
て
も
、「
早
蕨
」
の
赤
い
装
束
を
着
た
女
房
の
よ
う
に
、

顔
の
輪
郭
の
際
に
鉛
白
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
部
分（
挿
図
23
）が
少
な
か
ら
ず
あ
り
、

鉛
白
で
塗
ら
れ
た
色
面
が
剥
落
し
た
後
の
補
筆
と
考
え
ら
れ
、
目
鼻
の
線
描
も
辿
々
し

い
。
こ
れ
ら
の
補
筆
は
、
あ
る
一
時
期
に
行
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
長
い
伝
来
途
次
の

中
で
幾
度
に
も
わ
た
っ
て
修
復
が
試
み
ら
れ
て
き
た
歴
史
が
刻
ま
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

お　

わ　

り　

に

今
回
の
保
存
修
理
に
よ
っ
て
、
本
紙
自
体
へ
の
負
担
と
な
り
皺
や
絵
具
層
の
浮
き
の

要
因
と
な
っ
て
い
た
上
下
の
足
し
紙
お
よ
び
縁
が
取
り
外
さ
れ
る
こ
と
で
安
定
し
た
状

態
に
な
っ
た
。
ま
た
鑑
賞
す
る
上
で
も
、
足
し
紙
お
よ
び
縁
に
施
さ
れ
て
い
た
金
銀
砂

子
や
切
箔
が
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
た
が
、
マ
ッ
ト
装
と
な
っ
た
こ
と
で
、
詞
書
・

絵
の
持
つ
本
来
の
美
し
さ
が
際
立
ち
、
注
視
し
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、

料
紙
の
紙
質
検
査
に
よ
り
詞
書
な
ら
び
に
絵
は
、
前
者
が
楮
・
雁
皮
の
混
合
紙
、
後
者

が
楮
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
紙
背
に
残
っ
て
い
た
製
作
当
初
の
装
飾
か
ら
詞
書

は
十
四
世
紀
成
立
の
他
の
装
飾
と
、
絵
は
建
久
三
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
書
写
さ
れ
た

「
目
無
経
」
と
近
似
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
絵
の
料
紙
の
地
に
施
さ
れ
た
雲
母
砂
子

は
十
一
世
紀
後
半
頃
と
考
え
ら
れ
て
い
る
古
筆
切
に
使
用
例
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
報
告

し
、
こ
れ
に
加
え
修
理
と
は
別
に
お
こ
な
わ
れ
た
科
学
的
分
析
に
基
づ
く
顔
料
分
析
の

一
端
を
紹
介
し
た
。
修
理
に
よ
っ
て
判
明
し
た
事
柄
が
、
今
後
の
研
究
の
一
助
に
な
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。

修
理
を
監
督
さ
れ
た
、
当
時
の
文
化
庁
美
術
学
芸
課
主
任
調
査
官
の
鬼
原
俊
枝
氏
、

修
理
に
携
わ
ら
れ
た
岡
墨
光
堂
の
岡
泰
央（
岩
太
郎
）氏
な
ら
び
に
大
山
昭
子
氏
に
多
大

な
ご
助
力
と
ご
協
力
を
頂
い
た
。
こ
こ
に
あ
ら
た
め
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

〈絵〉 （単位 cm）
修理前 修理後

縦 23.30 23.4
第1段 35.80 36.1
第2段 55.70 56.1
第3段 33.00 33.4
第4段 21.75 21.9
第5段 27.60 27.9
第6段 27.90 28.0
奥書1 11.80 11.9
奥書2 18.90 19.0

〈詞書〉 （単位 cm）
修理前 修理後

縦 23.30 23.4
第1段 61.80 62.5
第2段 31.55 31.7
第3段 63.35 63.9
第4段 46.72 47.0
第5段 30.60 30.9
第6段 63.40 63.8

寸法表
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註（
１
）　

徳
川
義
宣
『
葉
月
物
語
絵
巻
』（
木
耳
社　

昭
和
三
十
九
年
七
月
）で
は
じ
め
て
こ
の
絵
巻

の
本
格
的
な
紹
介
が
行
わ
れ
た
。
同
氏
は
本
絵
巻
の
物
語
の
内
容
に
つ
い
て
「
六
段
を
通
じ
て

語
ら
れ
る
テ
ー
マ
は
、
上
流
宮
廷
貴
族
の
恋
愛
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
醸
す
雰
囲
気
に
は
、
し
み

じ
み
と
し
た
「
あ
は
れ
」
や
、
愛
憎
に
悩
む
人
間
像
と
云
っ
た
も
の
は
な
く
、
む
し
ろ
意
識
的

に
そ
れ
ら
を
捨
象
し
た
世
界
に
展
開
さ
れ
た
、
聊
か
軽
佻
な
感
さ
へ
免
れ
な
い
、
恋
愛
遊
戯
譚

と
云
っ
た
創
作
意
識
が
感
じ
ら
れ
る
」
と
述
べ
、
物
語
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
「『
源
氏
物
語
』

を
恋
愛
至
上
主
義
の
盛
期
の
作
と
捉
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
「
葉
月
物
語
」
は
そ
の
末
期
の
作
と

捉
へ
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
て
ゐ
よ
う
。
大
胆
に
推
測
す
れ
ば
、
六
条
斎
院
禖
子
内
親
王
の
も
と

で
題
物
語
歌
合
の
行
は
れ
た
天
喜
三
年〈
一
〇
五
五
〉あ
た
り
を
中
心
に
、
そ
の
成
立
を
考
へ

て
み
た
い
」
と
し
て
い
る（「
葉
月
物
語
絵
巻
」『
日
本
絵
巻
大
成　

10
』
中
央
公
論
社　

昭
和

五
十
三
年
一
月
）。

清
水
好
子
氏
は
、
本
絵
巻
の
詞
書
に
書
き
記
さ
れ
た
物
語
本
文
の
服
飾
表
現
か
ら
「
服
飾
へ

の
言
及
が
詳
細
な
点
は
注
意
し
て
よ
い
し
、
そ
の
好
尚
は
源
氏
よ
り
も
狭
衣
、
寝
覚
、
栄
花
物

語
の
後
半
に
近
い
と
い
え
よ
う
。（
中
略
）衣
服
へ
の
言
及
が
多
様
な
人
物
の
と
り
上
げ
方
、
容

姿
動
作
の
描
写
、
小
道
具
の
用
い
方
と
一
環
の
も
の
と
し
て
ゆ
っ
く
り
と
し
た
テ
ン
ポ
の
持
続

的
な
場
面
を
構
成
し
て
い
る
の
を
見
る
と
き
、
い
わ
ゆ
る
鎌
倉
の
物
語
の
筋
と
そ
の
展
開
の
奇

抜
さ
早
さ
に
重
き
を
お
い
た
作
り
方
と
は
根
本
的
に
異
質
な
も
の
を
含
ん
で
い
る
」
と
す
る
。

（「
鎌
倉
時
代
の
物
語
」『
日
本
絵
巻
物
全
集
』
第
十
七
巻　

角
川
書
店　

昭
和
四
十
年
七
月
）。

白
畑
よ
し
氏
は
、「
詞
書
の
文
章
に
出
て
く
る
人
物
は
宮
、
宰
相
、
き
さ
い
の
宮
、
そ
し
て

女
房
と
い
う
登
場
人
物
に
よ
っ
て
、
貴
族
生
活
を
背
景
と
す
る
浪
漫
な
恋
愛
を
題
材
と
し
た
も

の
」
と
し
「
室
内
の
様
子
や
、
調
度
類
、
ま
た
人
物
の
衣
裳
の
色
調
や
文
様
な
ど
は
入
念
に
画

き
上
げ
ら
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
全
体
に
平
安
時
代
の
趣
と
い
え
る
古
様
な
雰
囲
気
が
感
じ
ら

れ
、女
絵
の
独
特
の
み
や
び
が
よ
く
保
た
れ
て
い
る
点
で
は
出
色
の
遺
品
と
思
わ
れ
る
」
と
し
、

製
作
年
代
を
十
二
世
紀
末
あ
た
り
と
す
る（『
太
陽　

古
典
と
絵
巻
シ
リ
ー
ズ
Ⅰ　

王
朝
物
語
』

平
凡
社　

昭
和
五
十
四
年
一
月
）。

中
野
幸
一
氏
は
、「
物
語
は
平
安
中
期
の
作
品
と
推
定
さ
れ
る
。
各
段
の
詞
書
は
連
続
し
て

い
な
い
の
で
、
物
語
の
展
開
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
秋
八
月
を
季
節
背
景
と
し
て
、
大
将
と
姫

君
、
宮
と
女
君
の
二
組
の
恋
愛
が
物
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
が
ど
う
絡
み
合
う
か
は
知
る
べ

く
も
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
恋
愛
の
様
相
は
か
な
り
複
雑
で
あ
っ
た
ら
し
い
」
と
し
て
い
る

（『
日
本
古
典
文
学
大
事
典　

五
』
岩
波
書
店　

昭
和
五
十
九
年
十
月
の
「
葉
月
物
語
絵
巻
」
の

項
の
解
説
）。

ま
た
伊
藤
敏
子
氏
は
「
各
段
の
本
文
と
絵
と
は
一
致
し
て
い
る
も
の
の
、
各
段
に
脈
絡
が
み

ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
長
編
物
語
の
残
欠
と
考
え
ら
れ
る
。
物
語
の
原
題
お
よ
び
成
立
期
は
不

明
だ
が
、
人
物
の
動
き
や
衣
裳
な
ど
が
詳
細
に
叙
述
さ
れ
て
い
る
点
は
、
鎌
倉
時
代
に
成
立
し

た
物
語
よ
り
古
風
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る（『
角
川　

絵
巻
物
総
覧
』
角
川
書
店　

平
成
七
年

四
月
）。

こ
の
他
、
本
絵
巻
に
つ
い
て
は
、
久
保
朝
孝
「
葉
月
物
語
絵
巻
」（『
体
系
物
語
文
学
史　

第

五
巻
』
有
精
堂　

平
成
三
年
七
月
）が
あ
る
。

（
2
）　

稲
本
万
里
子
「
葉
月
物
語
絵
巻
に
つ
い
て（
上
）（
下
）」（『
國
華
』
一
一
一
二
・
一
一
一
三

号　

國
華
社　

昭
和
六
十
三
年
四
・
五
月
）。

（
3
）　

拙
稿
「
中
世
の
料
紙
に
描
か
れ
た
四
季
・
月
次
景
物
画
」（『
水
茎
』
第
七
号　

古
筆
学
研

究
所　

平
成
元
年
九
月
）お
よ
び
同
「『
葉
月
物
語
絵
巻
』
の
詞
書
を
め
ぐ
っ
て
」（『
古
筆
学
叢

林　

第
4
巻　

古
筆
と
絵
巻
』
八
木
書
店　

平
成
六
年
三
月
）。

（
4
）　

白
畑
よ
し
「
目
無
経
に
就
い
て
」（『
美
術
史
学
』
八
八　

昭
和
十
九
年
四
月
）お
よ
び
「
目

無
経
」
に
つ
い
て
は
、
村
上
治
美
「『
目
無
経
』
下
絵
の
検
討
と
考
察
」（『
秋
山
光
和
博
士
古
稀

記
念
美
術
史
論
文
集
』
便
利
堂　

平
成
三
年
七
月
）。

（
5
）　

秋
山
光
和
・
柳
沢
孝
・
鈴
木
敬
三
『
扇
面
法
華
経
』（
鹿
島
出
版　

昭
和
四
十
七
年
一
月
）。

（
6
）　

註（
2
）。

（
7
）　

徳
川
美
術
館
・
五
島
美
術
館
編
『
国
宝　

源
氏
物
語
絵
巻
』
中
央
公
論
美
術
出
版
社　

平

成
二
十
一
年
。
こ
の
一
端
は
、
拙
稿
「
国
宝　

源
氏
物
語
絵
巻
」（『
開
館
五
十
周
年
記
念
特
別

展　

国
宝　

源
氏
物
語
絵
巻
』
図
録　

五
島
美
術
館　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
）お
よ
び
同
「
国

宝
『
源
氏
物
語
絵
巻
』
─
そ
の
諸
相
の
一
考
察
」（『
日
本
美
術
全
集　

第
5
巻　

平
安
時
代
Ⅱ

　

王
朝
絵
巻
と
貴
族
の
営
み
』
小
学
館　

平
成
二
十
六
年
三
月
）で
紹
介
し
た
。

（
美
術
館　

學
藝
部
部
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